日刊
2010/3/23　連携会議第48号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
事務職員のICT環境に関する調査（速報）
　３月５日に実施した、事務職員のICT環境に関する調査の速報をお知らせします。【一覧表は、「白書提言」のページにアップしたので、そちらをご覧になってください。】
調査の結果について概容をまとめてみました。

①回答者全員について、机上で自分専用のPCを使うことの環境が整っています。

②しかし、７名が私物PCを使っています（併用を含む）。校務用PCがない時代から私物を使い続けている場合と、校務用PCが古くなって性能が保てないための二通りがあるようです。
③校内LANにもほぼ全員がつながっており、業務環境は他の教職員と遜色はなさそうです。

③事務専用校務PCは、メモリーも少なく、複雑な処理はきついですが、文書の作成や単純なワークシートでの作業にはまだまだ使えそうです。しかし、OSが新しい学校システムと違うこともあり、「②」ともかかわりますが、できるだけ早く新しいノートＰＣが事務用として配備されることが望ましいと考えます。
④連携会議でも話しましたが、メモリー増設希望は４校からありましたが、増設がいいのかOSの再インストールがいいのか、使用環境によって異なるのではないでしょうか。対費用効果がどうなるか分からないので、学校毎の対応でいいのではないかと思います。（詳しい方、ご連絡ください）

校内ＬＡＮ整備直後の調査なので、落ち着いた頃にまた調査してみたいと思います。

　さて、今日ＩＴ環境抜きで事務をすすめることはほとんど考えられない状況です。例えば、勤務時間が７時間４５分になったとき、いち早く計算用ワークシートが出回りましたが、考えなくていいようなことはPCにやらせようということです。でも、PCにやらせるほどでないことを無理にPCにやらせているようなこともあります。５０歳代の方は、異動先での仕事が全てPCを使うことになっていてとまどった経験があるのではないですか？

私もガリ版刷りから入った年代ですが、運営計画、校内配分案、備品購入計画、どれもPCがなくても資料を作って提案していましたが、今とは何が違うのでしょう。膨大なデータに埋もれるような仕事でいいのでしょうか・・・と、たびたび考えさせられます。なによりも、とりあえず年齢だけは重ねてきた私のような者にとって、今日のノートPCのような高解像度による精緻表示は視力の限界を超えており、表示サイズを大きくすれば作業効率が落ちるという悪循環。機械を使って仕事をするはずが、機械に合わせて仕事をしちゃっているようなこと、身に覚えありませんか？



























